
令和 8年新年のごあいさつ 
 

町民の皆様、新年明けましておめでとうございます。皆様におかれまして

は、健やかに輝かしい新年をお迎えのこととお慶びを申し上げます。 

令和 8 年１月 11 日、日本キャンパックホールにて第４回目となる「二十

歳のつどい」が開催され、今年は 96 名の皆様が参加されました。晴れやか

な姿で式典に臨まれる二十歳の皆様を拝見し、大変頼もしく感じました。 

 

私自身、48 年前に明和町で成人式を迎えましたが、当時は 9 月 23 日の

秋分の日に行われ、まだ暑さが残る中で式典が催されました。服装も指定さ

れており、スラックスやスカートに白いワイシャツ、またはブラウスでし

た。それから時代は大きく変わり、現在では気品を感じさせるスーツや鮮や

かな着物姿が目を引きます。時代の変化とともに、式典の形や装いは変わり



ましたが、「二十歳」という人生の節目の意義は、今も変わらないものと感

じております。 

式典では、二十歳を迎えられた皆様の

将来は「前途洋々」であり、これからの挑

戦や経験一つ一つが、自身の成長につな

がっていくこと、失敗や迷いも糧として、

自分を信じて歩んでほしいという思いをお伝えしました。 

式典後には、東部工業団地に進出される㈱ツムラ様をはじめ、㈱日本キャ

ンパック様、コストコホールセールジャパン㈱様、JR 東日本リネン㈱様か

らもお祝いのお言葉や品物をいた

だきました。 

また、町内店舗のご協力により、

軽食を囲んだ懇親会を１時間程度

開催しました。お茶で乾杯をして、

軽食を食べながら、久しぶりの対面をした同級生や恩師と交流する和やか

な時間となりました。ご協力いただいた皆様に、心より感謝申し上げます。 

「二十歳のつどい」に参加していただいた皆様、二十歳はゴールではなく

挑戦していい年齢の始まりです。人生の中で最も輝いている今を、有意義に

歩んでいただきたいと願っております。そして、町内にはたくさんの優良企

業がございますので、就職の際には、ふるさとの明和町にも目を向けていた



【式典後の懇親会の様子】 

だき、若い皆様のお力で明和町を一層盛り上げていただけますようお願い

申し上げます。 

            

今年は干支でいう「午年(うまどし)」で、60 年に一度巡ってくる「丙午

（ひのえうま）」の年です。この年は、火のエネルギーが重なり、非常にパ

ワフルで活気に満ちた年になるとされています。そして、新たな挑戦や目標

達成、経済の好転など、ポジティブな変化を迎える年とも言われています。 

明和町も、町民の皆様がより安全で快適に暮らせるよう、今年もさまざま

な事業にパワフルに取り組んでまいりますので、

皆様のご支援とご協力をお願いいたします。 

結びに、本年が皆様にとって素晴らしい一年と

なり、明和町にとっても飛躍の年となることを心

よりお祈り申し上げ、新年のご挨拶とさせていた

だきます。 

 



令和 ８ 年 １ 月吉日  

明和町長 冨塚もとすけ 


